
心筋炎のイメージ

さがみ野中央病院
内科

小熊 利明 副院長

も
摂
取
し
ま
し
ょ
う
」

　
―
―
―
熱
中
症
で
病
院
へ
行
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
は
、
ど

の
よ
う
な
状
態
で
す
か
？

　
（
小
熊
利
明
副
院
長
）「
先
ほ
ど

お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
体
を
冷
や

し
た
り
、
水
分
を
取
っ
て
も
回
復

せ
ず
、
頭
痛
・
吐
気
・
嘔
吐
・
倦

怠
感
な
ど
の
症
状
が
あ
る
時
は
、

病
院
で
の
受
診
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
意
識
が
な
い
／
呼
び

か
け
に
対
し
て
返
事
が
お
か
し
い

／
け
い
れ
ん
し
て
い
る
／
手
足
が

動
か
な
い
と
い
っ
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ

い
」

　
―
―
―
熱
中
症
の
予
防
対
策
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
小
熊
利
明
副
院
長
）「
は
い
。

　

熱
中
症
で
は
、
体
温
の
上
昇
や

め
ま
い
、
け
い
れ
ん
、
頭
痛
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
発
生
し
ま

す
」

　

―
―
―
熱
中
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
ど
う
対
処
す
れ
ば
い

い
で
す
か
？

　
（
小
熊
利
明
副
院
長
）「
立
ち
く

ら
み
・
筋
肉
痛
・
こ
む
ら
返
り
と

い
っ
た
症
状
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
、

日
陰
や
、
扇
風
機
・
エ
ア
コ
ン
が

あ
る
部
屋
な
ど
の
涼
し
い
場
所
に

移
動
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
暑
さ
を
回
避
す
る
た

め
に
衣
服
を
脱
ぎ
、
さ
ら
に
氷
嚢

や
冷
却
枕
で
体
を
冷
や
し
ま
す
。

特
に
首
や
脇
の
下
を
冷
却
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
や
経
口
補
水
液

　
（
小
熊
利
明
副
院
長
）「
地
球
温

暖
化
の
影
響
で
、
今
年
の
夏
も
、

猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
暑

く
な
り
始
め
た
ら
、
熱
中
症
に
注

意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

　
―
―
―
ど
う
し
て
熱
中
症
は
起

き
る
の
で
す
か
？

　
（
小
熊
利
明
副
院
長
）「
高
温
多

湿
の
環
境
下
で
は
、
人
間
は
体
温

の
調
整
機
能
を
乱
し
た
り
、
体
内

の
水
分
・
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
原

因
で
、
熱
中
症
は
引
き
起
こ
さ
れ

ま
す
。

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
の
小
熊
利
明
副
院
長
に
、
熱
中
症
を
起
こ
す
体

の
状
態
や
主
な
症
状
、
熱
中
症
に
な
っ
た
時
の
対
処
法
、
予
防
対
策
に

つ
い
て
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。     　
　
　
　
　
　
　

 　
〈
取
材
協
力
〉

▽
症
状
４

汗
の
か
き
方
が
お
か
し
い

事
態
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
日

頃
か
ら
注
意
し
て
、
状
態
を
見

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
熱
中
症
」
と
は
、
高
温
多
湿

な
環
境
に
、
私
た
ち
の
体
が
順
応

で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
総
称
で
す
。

　

各
症
状
に
は
程
度
が
あ
り
ま
す

が
、
次
に
示
し
た
状
態
は
、
熱
中

症
を
発
症
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
が
熱
中
症

を
発
症
す
る
と
、
生
命
に
関
わ
る

大和成和病院
循環器内科 部長
菅原 重忠 医師

さ
ま
ざ
ま
な
薬
物
療
法
を
含
め
た

多
岐
に
わ
た
る
専
門
的
な
医
療
知

識
や
治
療
技
術
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
心
不
全
が
悪
化
し
て
、

入
院
治
療
に
な
る
こ
と
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
外
来
診
療
は
、
さ
ら

に
重
要
性
を
増
し
、
栄
養
指
導
や

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
大

切
な
役
割
を
も
ち
ま
す
」

心
臓
専
門
の
大
和
成
和
病
院
へ

　
「
当
院
（
大
和
成
和
病
院
）
は
、

心
臓
移
植
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の

心
臓
病
の
治
療
が
実
施
で
き
る
循

環
器
専
門
の
病
院
で
す
。
健
康
診

断
な
ど
で
、『
心
臓
の
様
子
が
よ

く
な
い
（
悪
い
）』
と
言
わ
れ
た

方
は
、
ど
こ
が
ど
の
く
ら
い
悪
く

て
、
良
く
す
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
を
、
し
っ
か
り
と
診
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
当
院
の
外

来
へ
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

費
な
ど
の
懸
案
も
あ
り
、
こ
れ
は

大
き
な
社
会
問
題
に
な
り
ま
す
」

専
門
治
療
が
必
要
だ
か
ら

　
「
心
不
全
を
治
す
に
は
、
冠
動

脈
の
治
療
法
で
あ
る
『
ス
テ
ン
ト

治
療
』『
バ
イ
パ
ス
術
』
の
み
な

ら
ず
、
不
整
脈
を
治
す
『
カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
』

『
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
植
え
込
み
術
』、

弁
膜
症
を
治
す
『
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
』『
弁
形
成
・
置
換
術
』
の
ほ
か
、

　

こ
う
し
た
状
況
を
、
感
染
症
患

者
の
爆
発
的
な
広
が
り
に
な
ぞ
ら

え
て
『
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
』

と
呼
び
ま
す
」

病
床
が
あ
ふ
れ
る
事
態
に

　
「
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
入
院

が
必
要
な
高
齢
の
心
不
全
患
者
さ

ま
で
病
床
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
、

病
院
で
は
他
の
病
気
の
患
者
さ
ま

を
含
め
て
受
け
止
め
き
れ
な
く
な

る
事
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
医
療

「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
は

　
（
菅
原
医
師
）「
１
９
８
０
年
以

降
、
高
齢
化
の
一
途
を
た
ど
る
日

本
で
は
、
近
未
来
的
に
心
不
全
患

者
の
増
加
が
続
い
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

循
環
器
専
門
の
「
大
和
成
和
病
院
」（
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２
☎︎

０
４
６
・
２
７
８
・
３
９
１
１
）
で
、
循
環
器
内
科
部
長
を
務
め
る
菅
原
重
忠
医
師

が
、
心
不
全
の
患
者
数
の
増
加
に
つ
い
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

正常な
心臓

心筋炎

炎症

病原体
●コクサッキー
          ウイルス
●アデノウイルス など

感染

に
病
原
菌
が
蔓
延
し
な
い
よ
う

に
、
し
っ
か
り
と
予
防
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
歯
科
治
療
や
内
視

鏡
治
療
を
受
け
る
場
合
に
は
、
必

ず
病
歴
を
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

「
心
外
膜
炎
」「
心
筋
炎
」
の
特
徴

　
「
心
外
膜
炎
」と「
心
筋
炎
」は
、

通
常
は
「
感
冒
（
普
通
の
風
邪
）」

を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
が
、
心

臓
に
感
染
し
て
し
ま
う
こ
と
で
発

生
し
ま
す
。ウ
イ
ル
ス
の
種
類
は
、

「
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス
」
や

「
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
」
が
多
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
の

ウ
イ
ル
ス
で
も
発
生
し
ま
す
。

　

心
タ
ン
ポ
ナ
ー
デ
（
心
嚢
内
に

液
体
が
た
ま
る
）、
悪
性
の
不
整

脈
、
心
臓
の
収
縮
力
低
下
が
、
急

速
に
進
行
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
そ
う
し
た
場
合
、
迅
速
な

診
断
治
療
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

感
染
に
は
十
分
に
注
意
し
て
、

心
配
な
症
状
は
医
師
に
き
ち
ん
と

相
談
し
、
正
し
い
予
防
法
を
実
践

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

や
、
心
臓
を
包
む
心
嚢
（
＝
心
外

膜
）
に
感
染
す
る
「
心
外
膜
炎
」、

心
筋
に
感
染
す
る
「
心
筋
炎
」
が

代
表
的
で
す
。
い
ず
れ
も
、
発
熱

や
全
身
の
倦
怠
感
を
と
も
な
う
こ

と
が
多
い
疾
患
で
す
。

「
感
染
性
心
内
膜
炎
」
の
リ
ス
ク

　

心
臓
の
弁
の
病
気
で
あ
る
「
弁

膜
症
」
を
抱
え
て
い
る
と
、
弁
膜

周
囲
に
血
液
の
乱
流
が
発
生
し
、

血
液
と
と
も
に
流
れ
て
き
た
病
原

菌
が
弁
膜
に
付
着
し
、「
感
染
性

心
内
膜
炎
」
を
起
こ
し
ま
す
。

　

中
程
度
以
上
の
「
弁
膜
症
」
を

有
す
る
人
や
、「
人
工
弁
置
換
術
」

の
手
術
を
受
け
た
人
は
、
血
液
中

特
有
の
症
状
を
示
す
も
の
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
呼
吸
器
系
の
症

状
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
で
は
胃
腸
系

に
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

心
臓
自
体
の
感
染
症
で
は
、
弁

膜
な
ど
に
細
菌
が
く
っ
つ
き
感
染

を
起
こ
す
「
感
染
性
心
内
膜
炎
」

臓
器
に
よ
る
感
染
症

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原

体
が
、
人
間
に
感
染
す
る
と
、「
咽

頭
炎
」
や
「
肺
炎
」、「
胃
腸
炎
」

な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

病
原
体
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
感
染

し
や
す
い
臓
器
が
あ
り
、
病
原
体

　

今
年
、
新
た
な
病
原
体
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
や
菌
が
、
肺

炎
・
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は

心
臓
に
も
感
染
し
て
、
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
代
表
的
な
３
つ
を
紹
介
し

ま
す
。

１
．
暑
さ
を
避
け
る

　
　 

…
帽
子
・
日
傘
・
エ
ア
コ

　
　
　 

ン
・
扇
風
機
を
利
用

２
．
服
装
を
工
夫
す
る

　
　 

…
通
気
や
吸
収
の
良
い   

　
　
　 

素
材
の
服
を
着
用

　

特
に
高
齢
の
方
は
、
暑
さ
や
喉の
ど

の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
の
で
、
熱

中
症
に
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
起
床
時
・
毎
食
後
・
就
寝

前
に
、
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
分
を
取

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

あ
り
ま
す
が
、
状
態
が
ひ
ど
い
時

は
早
め
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
当
院
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

　
―
―
―
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
熱
中
症
の
診
察
は
、
さ
が
み
野

中
央
病
院
（
内
科
）
を
ご
受
診
く

だ
さ
い
。

さ
が
み
野
中
央
病
院

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０
㈹

３
．
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給

▽
症
状
６

呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い
、

真
っ
す
ぐ
に
歩
け
な
い

〈
主
な
熱
中
症
の
症
状
〉

熱
中
症
の
応
急
処
置

環境省「熱中症予防情報サイト」から引用・一部抜粋

呼びかけに応じますか？

病院を受診

水分を自力で摂取できますか？

水分・塩分を補給

症状がよくなりましたか？

涼しい場所へ避難し、
服を緩めて体を冷却

安静にして、十分に休息をとり、
回復してから帰宅を

熱中症を疑う症状がありますか？
   〈めまい・吐き気・けいれんなど〉

涼しい場所へ避難し、
服を緩めて体を冷却

救急車を
呼んでください！！

YES 

NO

NO

NO

YES 

YES 

YES 

Check２Check２

Check3Check3

Check1Check1

Check4Check4

さがみ野中央病院

県道40号を上り方向、相鉄線「さがみ野駅」
から３つ目の信号の前。
病院前を過ぎてすぐ右の細めの道を進むと、
病院裏の専用駐車場があります。

相鉄線「さがみ野駅」から東方面へ徒歩５分、
または「相模大塚駅」から西方面へ徒歩７分

診
療
科
目

内科／外科／整形外科／
泌尿器科／乳腺・甲状腺外来／
形成外科／皮膚科／循環器内科

車

電
車

　　 神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

　046-233-5110
8：30～16：30 土曜午後・日曜・祝日・病院指定の休診日を除く（ ）

URL

電話

住所

http://www.fureai-g.or.jp/sagamino/

医療法人社団
さがみ野駅
南口南口

40

マルエツ

病院の角の道

東柏ヶ谷

相模大塚駐車場
完備
駐車場
完備

相鉄線

Pココ

相模大塚駅相模大塚駅

アクセス

▽
症
状
１

め
ま
い
や
顔
の
ほ
て
り

▽
症
状
２

筋
肉
痛
や
筋
肉
の
け
い
れ
ん

▽
症
状
３

体
の
だ
る
さ
や
吐
き
気

▽
症
状
５

体
温
が
高
い
、
皮
膚
の
状
態

が
普
通
で
は
な
い

▽
症
状
７

水
分
補
給
が
で
き
な
い

　
熱
中
症
の
恐
れ
が
あ
り
、
適
切

な
処
置
を
行
な
っ
て
も
、
改
善
の

見
込
み
が
な
い
場
合
や
、
明
ら
か

に
危
険
な
身
体
状
態
は
、
早
め
に

病
院
へ
行
き
、
し
っ
か
り
と
処
置

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
１
か
ら
順
に
危
険
度
が

    

高
く
な
り
ま
す
。

猛
暑
を
耐
え
抜
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

さ
が
み
野
中
央
病
院
　
小
熊
利
明 

副
院
長

こ
の
症
状
、熱
中
症
の
疑
い
あ
り
！

取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」を
回
避
す
る
た
め
に

循
環
器
内
科
　
菅
原
重
忠 

部
長

心
臓
へ
も
感
染
！
病
原
体
、恐
る
べ
し
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テ
ー
シ
ョ
ン
』、
看
護
師
が
ご
自

宅
へ
伺
う
『
訪
問
看
護
』
を
は
じ

め
と
す
る
幅
広
い
在
宅
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
、
ご
自
宅
の
段
差
解
消
や
、

廊
下
の
手
す
り
、
浴
室
の
改
修
な

ど
の
住
宅
改
修
業
者
の
ご
案
内
も

可
能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

連
携
施
設
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
老
人
保

健
施
設
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ

ザ
」
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
さ
ら

に
「
成
和
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、

特
に
、
短
期
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
看
護
と
は
、

同
じ
事
業
所
内
で
融
通
を
効
か
し

た
連
携
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

調
整
が
で
き
る
環
境
で
す
。
協
力

医
療
機
関
も
多
く
、
緊
急
時
に
関

し
て
も
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
、
ま

た
は
日
常
生
活
に
お
困
り
の
際

は
、「
せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
、
一
度
ご
相
談
を
。

ケ
ア
マ
ネ
が
し
っ
か
り
把
握

　

大
和
市
に
あ
る
「
せ
い
わ
居

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
が
、「
要
介
護
」
の
認

定
を
受
け
た
人
や
そ
の
家
族
か

ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
身
体
機
能

の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
介
護
施

設
の
利
用
な
ど
の
相
談
を
受
け
、

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
人
や
家
族

の
希
望
に
応
じ
た
内
容
や
、
個
々

の
身
体
状
況
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
適
切
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

介
護
施
設
、
事
業
者
な
ど
と
の
調

整
・
管
理
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
、「
ご
自
宅
で
生
活
し

な
が
ら
日
中
は
施
設
に
通
い
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
『
通
所
リ
ハ
ビ
リ

　

○
…
「
初
心
を
忘
れ
ず
、
日
々

医
療
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
で

す
」。
循
環
器
専
門
病
院
で
、
心

臓
血
管
外
科
の
主
任
部
長
を
務
め

て
い
ま
す
。「
当
院
の
ス
タ
ッ
フ

は
皆
、心
臓
に
関
す
る“
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
”
で
す
。
心
臓
の
手
術
は

医
師
だ
け
で
は
成
り
立
た
ず
、
麻

酔
科
医
の
ほ
か
、
人
工
心
肺
装
置

の
技
師
、
看
護
師
な
ど
が
密
に
連

携
し
な
け
れ
ば
不
可
能
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
専
門

性
に
長
け
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が

結
集
し
、力
を
合
わ
せ
る
環
境
は
、

患
者
さ
ま
に
よ
り
良
い
医
療
を
提

供
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。

　

○
…
専
門
は
成
人
心
臓
手
術

で
、
心
臓
の
血
管
で
あ
る
冠
動
脈

の
バ
イ
パ
ス
手
術
や
、
大
動
脈
瘤

の
切
除
術
、
弁
の
形
成
術
・
置
換

術
な
ど
、
同
院
で
行
な
う
全
て
の

心
臓
手
術
の
種
類
を
手
が
け
、
月

に
約
20
件
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
低
侵
襲
の
術
法
で
あ
る

「
Ｍミ

ッ

ク

ス

Ｉ
Ｃ
Ｓ
」（Minimally Invasive 

Cardiac Surgery

）
は
、
日
本
人
と
し

て
初
め
て
留
学
を
成
し
遂
げ
た
世

界
屈
指
の
医
療
施
設
「
ジ
ャ
ー
マ

ン
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
」（
ド
イ
ツ
）
で
習
得
し
た
技

術
で
、
弁
形
成
術
に
お
い
て
実
施

す
る
機
会
が
多
い
そ
う
で
す
。「
大

き
く
開
腹
し
、
大
掛
か
り
だ
っ
た

こ
れ
ま
で
の
心
臓
手
術
に
対
し
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
、
最
小
限
の
切
開
に

留
め
た
り
、
人
工
心
肺
を
使
用
し

な
か
っ
た
り
と
、
患
者
さ
ま
の
負

担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。
同
時

に
細
心
の
注
意
と
完
璧
な
チ
ー
ム

医
療
が
必
要
な
の
で
、
的
確
に
進

め
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
「
大
変
な
時
こ
そ
、
い
つ

も
通
り
に
行
な
う
こ
と
が
大
事
。

特
別
な
こ
と
を
せ
ず
、
落
ち
着
い

て
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
、
純
真
な
瞳
で
語
る
言
葉

は
胸
に
響
き
ま
す
。
外
来
診
察
で

は
、
患
者
や
家
族
の
意
向
を
し
っ

か
り
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
、「
高

齢
の
方
に
は
手
術
時
間
を
で
き
る

だ
け
短
く
、
社
会
人
の
方
に
は
早

期
復
帰
に
重
き
を
置
く
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
や
立
場
、
社
会
性

も
考
え
て
、
よ
り
ベ
ス
ト
な
治
療

法
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。
優
し
い
表
情
の
奥
に
、

患
者
を
思
う
揺
る
ぎ
な
い
意
思
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

田畑 美弥子 医師
 （たばた みみこ）　　　　

大和成和病院
【心臓血管外科】

日本外科学会 専門医・指導医
日本心臓血管外科学会
　　　　　　専門医・修練指導者

  「
心
臓
手
術
を
よ
り
身
近
に
」

　    

ド
イ
ツ
で
学
ん
だ
手
技
で
尽
力

こ
の「
人
」に
聞
く

医療法人社団 公仁会

大和成和病院
神奈川県大和市南林間9-8-2

☎046
（278）3911 心臓血管外科

倉田篤 院長無料送迎バス
 [南林間駅・鶴間駅]  無料駐車場あり

　
（
続
く
）「
外
出
自
粛
の
要
請
が

出
て
か
ら
、
感
染
症
を
恐
れ
て
ご

自
宅
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
ら
れ
る

患
者
さ
ま
が
多
く
、
診
察
時
に
、

足
の
む
く
み
や
息
切
れ
、め
ま
い
、

動
悸
な
ど
の
症
状
を
耳
に
す
る
こ

と
が
増
え
ま
し
た
。
明
ら
か
に
身

体
能
力
が
低
下
し
て
い
る
ご
様
子

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

自
粛
要
請
下
に
は
、
３
密
を
避

け
て
、
自
分
に
合
っ
た
可
能
な
運

動
を
実
践
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
」。

　
　
自
分
に
で
き
る

　
　
　
　
運
動
範
囲
を
知
る

め
、
そ
れ
に
対
し
て
、
規
則
正
し

い
運
動
を
行
な
う
こ
と
は
動
脈
硬

化
の
予
防
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

継
続
的
な
運
動
は
、
体
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
生
じ
さ
せ
、

適
正
に
行
な
え
ば
、健
康
の
維
持
・

体
力
の
向
上
・
病
気
の
予
防
と
い

う
多
く
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
心
臓
病
を
お
も
ち
の
方

に
お
い
て
は
、
継
続
的
に
行
な
う

こ
と
で
、
運
動
能
力
が
増
し
て
症

状
が
出
に
く
く
な
り
、
冠
動
脈
疾

患
の
再
発
防
止
が
期
待
で
き
ま

す
」

す
。
こ
れ
を
大
前
提
と
し
て
、
日

光
の
下
で
の
運
動
は
、
精
神
衛
生

上
、
推
奨
さ
れ
る
も
の
で
す
」

　
（
倉
田
院
長
）「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、

今
年
、
日
本
政
府
は
外
出
自
粛
の

要
請
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
、『
３
密
』（
密
閉
・

密
集
・
密
接
）
を
避
け
る
こ
と
で

　

心
臓
や
血
管
の
病
気
を
専
門
的
に
扱
っ
て
い
る
「
大
和
成
和
病
院
」

で
、
院
長
を
務
め
る
倉
田
篤
医
師
に
、
心
臓
病
に
関
わ
る
運
動
の
効
果

に
つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

ら
の
リ
ハ
ビ
リ
も
、
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
が
そ
ろ
い
、
多
く
の
入

居
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

◇
万
全
の
医
療
サ
ポ
ー
ト

　

建
物
の
西
側
が
老
人
ホ
ー
ム

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
、
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
ま
す
。
東
側

が
病
院
の
正
面
入
口
で
、
１
階

に
診
察
室
、
検
査
室
、
手
術
室

が
あ
り
ま
す
。建
物
の
２
階
は
、

全
フ
ロ
ア
が
老
人
ホ
ー
ム
の
居

室
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
上
が

入
院
病
棟
（
３
・
４
階
）
で
す
。

　

同
じ
建
物
内
に
毎
日
、
当
直

医
が
い
る
の
で
、
夜
間
の
緊
急

時
も
安
心
。
さ
ら
に
、
通
院
が

難
し
い
入
居
者
に
対
し
て
、
訪

問
診
療
も
行
な
っ
て
い
る
の

で
、
定
期
的
な
通
院
の
ほ
か
、

総
合
的
な
健
康
サ
ポ
ー
ト
が
受

け
ら
れ
る
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

　

 　
　

＊　
　
　

＊

　

病
院
を
退
院
し
て
も
自
宅
生

活
が
難
し
い
方
や
、
親
の
介
護

に
限
界
を
感
じ
て
い
る
方
、
そ

の
ほ
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

早
急
に
ホ
ー
ム
を
探
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
な
ど
、
シ
ニ
ア

レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
で
は
、
個
別

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

病
院
や
老
健
な
ど
の
退
院
・

退
所
後
に
直
接
、
同
ホ
ー
ム
へ

入
居
す
る
場
合
で
も
、
専
門
相

談
員
が
病
院
や
自
宅
に
伺
い
、

ス
ム
ー
ズ
な
入
居
が
で
き
る
よ

う
に
、
丁
寧
に
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
ま
す
。

　

施
設
見
学
の
希
望
者
に
は
、

　
「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」

は
、神
奈
川
県
を
中
心
に
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
各
事
業

を
展
開
す
る
「
ふ
れ
あ
い
グ

ル
ー
プ
」
が
運
営
し
て
い
る
介

護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

　

建
物
内
に
は
、
医
療
法
人
社

団
康
心
会
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ

ス
ピ
タ
ル
」
が
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

◇
大
人
気
！
楽
し
い
リ
ハ
ビ
リ

　

グ
ル
ー
プ
の
長
所
を
活
か

し
、
入
居
者
に
提
供
し
て
い
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
週
３
回

（
月
・
木
・
金
）、
併
設
病
院
か

ら
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士

が
来
館
し
、
病
院
で
行
な
っ
て

い
る
リ
ハ
ビ
リ
と
同
様
の
施
術

や
、
み
ん
な
で
一
緒
に
行
な
う

集
団
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
。
ど
ち

送
迎
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
避
難
的
な
一
時
利
用

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
も
で
き

る
の
で
、
ご
相
談
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
右
記
へ
お
電
話
を
。

　

合
唱
サ
ー
ク
ル
や
生
け
花
、

囲
碁
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
も
楽
し

め
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田 ■医療＋介護の徹底サポート
■介護が必要になっても原則、退去の必要なし
■介護サービスは定額制

相模原駅

多
摩
境
駅
コストコ

町田街道

橋本

JR横浜線

京
王
線

京
王
線

小山

ココココ
東京都町田市
小山ヶ丘１‒３‒８

０１２０-86-6534フリーダイヤル

（受付時間9：00～1８：00）
資料請求・個別相談

はこちら ＊こちらには食事・入浴・排泄介助、整容、洗濯などのサービス費が含まれています。手厚い介護が必要でも安心してお過ごしいただけます。

１カ月（３０日分） 要介護５

29,704円

要介護4

27,264円

要介護3

24,999円

要介護2

22,558円

要介護１

20,224円

要支援2

11,875円

要支援１

7,311円自己負担額
１割の場合

人気の集団リハビリテーション人気の集団リハビリテーション

居室の様子（一例）居室の様子（一例）

　
　
運
動
で
得
ら
れ
る

　
　
　
　
　
効
果
は
大
き
い

　
（
続
く
）「
運
動

を
行
な
う
こ
と
に

よ
る
心
血
管
系
へ

の
効
果
は
明
ら
か

で
、
一
日
中
、
座

り
仕
事
ば
か
り
し

て
い
る
こ
と
は
虚

血
性
心
疾
患
の
発

症
リ
ス
ク
を
高

　
（
続
く
）「
し
か
し
、
運
動
を
始

め
る
前
に
は
、
ま
ず
ご
自
身
が
そ

も
そ
も
運
動
で
き
る
状
態
か
を
主

治
医
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
心
臓

機
能
に
障
害
が
あ
る
方
は
、
専
門

病
院
で
『
心
肺
運
動
負
荷
試
験
』

を
受
け
て
、
心
臓
が
ど
れ
だ
け
の

運
動
に
耐
え
得
る
か
を
正
確
に
調

べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
的
な
運
動
療
法
と
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ

ン
グ
・
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
有
酸

素
運
動
に
、
軽
い
筋
肉
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。
週
に
３
〜
５
日
、
１

日
20
〜
60
分
を
目
安
に
、
運
動
中

に
軽
い
会
話
が
で
き
、
多
少
息
が

は
ず
み
、
少
し
汗
ば
む
程
度
の
運

動
量
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
」

　
適
切
な
環
境
で

　
　
可
能
な
内
容
を
心
掛
け
て

介護プランの提供と
在宅サービスの調整に

絶対的な信頼感
せいわ居宅介護支援センター

〜
心
臓
病
専
門
病
院
の
院
長
が
語
る
〜

運
動
が
与
え
る
心
臓
へ
の
良
い
効
果

大
和
成
和
病
院
　
倉
田 

篤 

院
長

病院の「上」に住む
安心感あるセカンドライフ

退院後の直接入居も可能

介護付有料老人ホーム・シニアレジデンス町田
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介護老人保健施設

ふれあいの町田
東京都町田市
小山ヶ丘1-3-7

ココ

ベ
ビ
ー
ザ
ら
ス

コ
ス
ト
コ 病院

リハビリ施設

老人
ホーム

薬局

ふ
れ
あ
い
の

町
田
ふ
れ
あ
い
の

町
田

P

←多摩境駅

無料駐車場あり

医
療
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
隣
接
し
て
い
る
病
院

「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

か
ら
は
、
24
時
間
３
６
５
日
に
わ

た
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
、

医
師
も
常
駐
し
て
い
ま
す
。

　

日
帰
り
で
利
用
で
き
る
「
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
デ
イ

ケ
ア
）
も
施
設
内
に
あ
る
の
で
、

自
宅
か
ら
通
い
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
入

所
生
活
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
、

多
く
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
企

画
し
て
お
り
ま
す
。
人
工
透
析
や

在
宅
酸
素
、
喀
痰
吸
引
な
ど
、
医

療
行
為
が
必
要
な
方
も
、
当
施
設

は
ご
入
所
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

是
非
、
ご
見
学
・
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
の
町
田

☎
０
４
２・７
９
８・２
０
０
１

機
能
の
訓
練
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
療

法
士
の
「
理
学
療
法
士
」「
作
業

療
法
士
」「
言
語
聴
覚
士
」
に
よ

る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
実
施
も
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
内
容

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
管
理
栄
養
士
も
常
勤

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
配
置
し
て
い
る

た
め
、
食
事
に
お
い
て
も
安
心
・

安
全
で
美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

日
帰
り
で
も
利
用
可
能

　

多
く
の
国
家
資
格
を
も
つ
ス

タ
ッ
フ
が
所
属
し
、
健
康
に
つ
い

て
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

の
は
、「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
が

安
定
し
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
時

の
た
め
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で
入
院
前
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日

常
生
活
動
作
）
ま
で
回
復
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
高
齢
者
専

用
施
設
で
す
。
入
所
者
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
身
体
機

能
を
回
復
す
る
た
め
の

訓
練
や
ケ
ア
を
し
て
い

ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
の
プ
ロ
が
施
術

　

東
京
都
町
田
市
に
あ

る
介
護
老
人
保
健
施
設

「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」

で
は
、
看
護
師
や
介
護

福
祉
士
の
ほ
か
、
身
体

入
院
前
の
状
態
を
目
指
し
て

　

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
病
気

や
け
が
で
入
院
し
た
人
が
、
病
院

で
の
（
急
性
期
）
治
療
を
終
え
た

後
、
す
ぐ
に
自
宅
に
戻
る
に
は
、

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

問
合
せ

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖１‒６‒１１

☎0467-88-6611
茅ケ崎駅北口から徒歩１８分

サポートしている患者
さまが歩ける

ようになったり、『回復し
て退院できたよ』

というお言葉を頂戴した
時、できなかったことが

少しでもできるように
なった瞬間に、

感動とやりがいを感じ
ています。

リハビリの成果が出た時
は、達成感でいっぱいで

患者さまの回復を自分
のことのように

喜んでいます。こうし
たやりがいを感じるこ

と自体が、

『セラピスト』の仕事をし
ていく上で、大切なモチ

ベーションとなっていま
す。

サポートしている患者
さまが歩ける

ようになったり、『回復し
て退院できたよ』

というお言葉を頂戴した
時、できなかったことが

少しでもできるように
なった瞬間に、

感動とやりがいを感じ
ています。

リハビリの成果が出た時
は、達成感でいっぱいで

患者さまの回復を自分
のことのように

喜んでいます。こうし
たやりがいを感じるこ

と自体が、

『セラピスト』の仕事をし
ていく上で、大切なモチ

ベーションとなっていま
す。

卒業生セ
ラピス

ト
より

時代が求める
医療の職業

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士に
にご興味のある方は、
セラピスト養成校no本校へ！

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士に
ご興味のある方は、
セラピスト養成校の本校へ！

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

り
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
成
果
が
出

た
時
、
自
分
の
考
え
で
良
い
結
果

に
導
く
こ
と
が
で
き
た
時
は
達
成

感
が
あ
り
ま
す
。
心
か
ら
セ
ラ
ピ

ス
ト
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う

瞬
間
で
す
。
患
者
さ
ま
の
回
復
は

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く
、

こ
う
し
た
感
動
は
日
々
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

セ
ラ
ピ
ス
ト
を
目
指
す
な
ら
、

実
績
あ
る
同
校
で
！

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
医
療
セ
ラ
ピ
ス
ト

の
養
成
校
で
す
。
同
校
を
卒
業

し
、
現
在
、
医
療
現
場
で
活
躍
し

て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
）

は
、患
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、

や
り
が
い
と
感
動
で
胸
を
満
た
す

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
（
同
校
卒
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
）「
患

者
さ
ま
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

問
合
せ

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿３９０

☎0467-86-6011
茅ケ崎駅からバス停「辻東」下車徒歩５分 茅ケ崎駅

1

新湘南バイパス

ココ

6／20   13：00～16：00

7／4   10：00～12：00

※状況により、開催中止となる場合がございます。必ずホームページまたはお電話でご確認の上、お申込み・ご来場ください。

学校説明会

入試説明会

公式ホームページ
または

下記お電話にて承ります

参加申込み
過去問題集を
プレゼント！！

来場者特典来場者特典

看護体験の実習があります♪

看護体験の実習があります♪

土

土

茅ヶ崎看護専門学校

♪♬

　

本
校
の
入
試
説
明
会
は
、毎
年
、

参
加
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
方
が
本

校
を
受
験
さ
れ
ま
す
。
学
力
試
験

の
傾
向
か
ら
、
面
接
試
験
の
ポ
イ

ン
ト
ま
で
、
し
っ
か
り
と
丁
寧
に

説
明
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

　

な
お
、
各
説
明
会
で
は
、
来
場

者
限
定
で
過
去
の
入
試
問
題
集
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
看
護
系
受
験

を
考
え
て
い
る
人
は
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
は
、
６

月
20
日
㈯
に
学
校
説
明
会
、
７
月

４
日
㈯
に
入
試
説
明
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。「
看
護
師
に

興
味
を
も
つ
高
校
生
や
、
看
護
職

へ
の
転
職
を
考
え
始
め
た
社
会
人

の
方
な
ど
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
看
護
学
校
を
詳
し
く
知
り
、

さ
ら
に
看
護
に
つ
い
て
も
学
べ
る

内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

横浜新道

東戸塚駅

ココ
問
合
せ

湘南医療大学

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃１６ｰ４８

☎045-821-0115
JR東戸塚駅西口から徒歩１２分

※ウイルス感染の拡大防止のために、開催方式を変更する場合がございます。
　詳しくは、ホームページでご確認の上、ご来場ください。

今年、受
験を検討

している
方や

高校１～
２年生、

保護者の
方まで、

本校の学
びをしっ

かりと知
ることが

できる良
い機会で

すので、

ぜひご参
加くださ

い。

オープン
キャンパス

６月２７日（土）

   開催！

●各学科の体験授業、実習体験
●過去問題を使った
  入試対策説明会
●学内見学ツアー
●学生トークライブ など

●各学科の体験授業、実習体験
●過去問題を使った
  入試対策説明会
●学内見学ツアー
●学生トークライブ など

数
多
く
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
学
科
の
体
験
授
業
や
実
習
体

験
、
過
去
問
題
を
使
っ
た
入
試
対

策
説
明
会
、
学
内
見
学
ツ
ア
ー
、

学
生
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
な
ど
、
充
実

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。

　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

詳
細
は
、
同
大
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
公
式
ア
プ
リ
（
無
料
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

湘
南
医
療
大
学
（
横
浜
市
戸
塚

区
）
は
、
６
月
27
日
㈯
に
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

時
間
は
10
時
か
ら
15
時
で
、
入
退

場
は
自
由
で
す
。

　

受
験
生
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
、

医
療
系
に
進
学
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
高
校
１
・
２
年
生
の
ほ
か
、

保
護
者
も
対
象
に
、同
大
で
の「
学

び
」が
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
、

今月のイチオシ

Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

パート

車通勤可

パ

夜勤有 ユニフォーム貸与

各種手当有補助有

補

どのような時間枠がご希望かなど、
お気軽にお電話ください。詳細を
ご案内いたします。

応 

募
   0120-30-9113
http://midorinokazeyamato.jp/

みどりの風大和サービス付き
高齢者向け住宅

〒242-0005 神奈川県大和市西鶴間６-３０-２４

大和市 小田急江ノ島線「南林間駅」または「鶴間駅」から徒歩１５分

住宅地にある静かな環境で、一緒に働きませんか？

勤務時間

介護福祉士
夜勤１回につき

２1，5００円
１７：００～翌９：００

勤務回数 月に６～８回

初任者研修修了者
または

ヘルパー２級修了者

夜勤１回につき

２0，0００円

夜勤専従の介護スタッフ

●治療費・処方薬代など  本人・扶養・家族に補助  （グループ指定の医療機関）●入院にも適用

医療費補助制度医療費補助制度

人気の夜勤
職！

人気の夜勤
職！

●毎月５０，０
００円まで

●マイカー通
勤も可能

交通費支給交通費支給

　
「
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
循
環

器
を
専
門
的
に
扱
っ
て
い
る
大
和

成
和
病
院
と
連
携
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
心
血
管
な
ど
に
関
す
る
内

科
的
・
外
科
的
な
治
療
に
お
い
て

も
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

透
析
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
、
心
強

い
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
在
宅
介
護
が
困
難
な
透
析
患

者
さ
ま
は
、
入
院
し
な
が
ら
透
析

治
療
を
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
是
非
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

よ
り
良
い
医
療
の
提
供
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
相
談
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

か
ら
５
千
人
以
上
増
え
、
34
万
人

に
達
す
る
勢
い
で
す
。
人
口
１
０

０
万
人
対
比
の
有
病
率
は
、
世
界

で
２
番
目
に
多
い
（
ワ
ー
ス
ト
１

位
は
台
湾
）
と
い
う
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
透
析
患
者
さ
ま
の
特
徴

と
し
て
、
動
脈
硬
化
の
進
行
の
速

さ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、『
急

性
心
筋
梗
塞
』
や
『
下
肢
動
脈
閉

塞
症
』
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

実
際
、
透
析
患
者
さ
ま
の
死
亡
原

因
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
疾
患
を
含

ん
だ
『
心
血
管
死
』
は
、
全
体
の

33
．
１
％
も
の
割
合
を
占
め
て
い

る
の
で
す
」

循
環
器
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
障
害
さ
れ
た
状
態
が
『
慢
性
腎

臓
病
』
で
す
。
加
療
で
進
行
を
防

ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
進
行
し

て
悪
化
す
る
と
、『
腎
代
替
療
法
』

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。こ
れ
を
実
施
し
な
い
と
、

生
命
維
持
が
困
難
に
な
り
、『
末

期
腎
不
全
』
に
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。

　
『
腎
代
替
療
法
』
に
は
、
①
透

析
療
法
と
、
②
腎
臓
移
植
が
あ

り
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
①
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
」

日
本
は
ワ
ー
ス
ト
２
位

　
「
２
０
１
８
年
の
統
計
に
よ
る

と
、
全
国
の
透
析
患
者
数
は
前
年

　
（
熊
田
医
師
）「
現
在
、
成
和
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
25
床
の
透
析

ベ
ッ
ド
を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

医
師
は
、
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る

私
・
熊
田
の
ほ
か
、
聖
マ
リ
ア
ン

ナ
医
科
大
学
病
院
と
北
里
大
学
病

院
か
ら
招
き
、
人
工
透
析
に
お
け

る
全
般
的
な
診
療
・
透
析
管
理
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
慢
性
腎
盂

炎
な
ど
が
原
因
で
、
腎
臓
の
機
能

　

神
奈
川
県
大
和
市
に
あ
る
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
有
床
診
療
所
（
19
床
の
入
院

設
備
）
で
あ
り
、
内
科
な
ど
の
一
般
診
療
の
ほ
か
、
人
工
透
析
治
療
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。
透
析
（
腎
）
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
熊
田
稔
也
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

成和クリニック
透析（腎）センター長

熊田 稔也医師

大和市西鶴間5-3488-7｠

☎046-264-3911

成和
クリニック

学
校
説
明
会
・
入
試
説
明
会

看
護
師
を
目
指
す
方
、必
見
！

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

取
材
協
力

国
家
資
格
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
が
専
門
サ
ポ
ー
ト

介
護
老
人
保
健
施
設
　
ふ
れ
あ
い
の
町
田

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

医
療
大
な
ら
で
は
の「
学
び
」の
体
感
を
！

湘
南
医
療
大
学

リ
ハ
ビ
リ
現
場
か
ら

達
成
感
と
感
動
の
職
業
・
セ
ラ
ピ
ス
ト

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

取
材
協
力
／
熊
田
稔
也 

透
析（
腎
）セ
ン
タ
ー
長

　
　

人
工
透
析
患
者
の
増
加
と

　
　
　
　
　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
使
命
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ふれあい町田ホスピタル
人工透析治療担当
安井 俊行 医師

　

こ
の
よ
う
に
通
院
頻
度
が
高
い

透
析
治
療
に
対
し
、
ふ
れ
あ
い
町

田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、「
ド
ア
To

ド
ア
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
ご
自
宅

（
玄
関
）
と
透
析
室
の
間
を
無
料

送
迎
す
る
こ
と
で
、
ご
本
人
さ
ま

や
ご
家
族
さ
ま
の
負
担
軽
減
へ
貢

献
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
透
析
患
者
さ
ま
は
、
体

の
中
に
老
廃
物
や
水
分
な
ど
が
溜

ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
食
事
管

理
が
必
要
で
す
。
当
院
に
は
、
専

属
の
管
理
栄
養
士
が
お
り
ま
す
の

で
、
患
者
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態

に
適
し
た
お
食
事
内
容
の
提
案
が

可
能
で
す
。
是
非
、
当
院
の
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
人
工
透
析
治
療
の
詳
細
・
相
談

は
、
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

（
☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
取
材
協
力

を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

民
の
４
０
０
人
に
１
人
、
高
齢
者

に
限
る
な
ら
ば
１
０
０
人
に
１
人

に
相
当
す
る
数
に
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
人
工
透
析
は
、
ど
の
程
度

の
頻
度
で
行
な
う
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
週
に
３
回
、
あ
る
い
は
２

回
と
い
う
よ
う
に
、
透
析
治
療
で

は
一
週
間
を
１
サ
イ
ク
ル
と
し
て

考
え
ま
す
。
月
・
水
・
金
、
あ
る

い
は
火
・
木
・
土
の
週
３
回
、
１

回
４
時
間
が
標
準
的
で
す
が
、
週

に
２
回
の
方
や
、
１
回
３
時
間
程

度
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

血
液
検
査
の
結
果
や
体
重
の
増
減

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
腎
臓
は
、
何
が
原
因
で
障

害
が
起
き
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
と
て
も
多
く
の
こ
と
が
関

係
し
て
障
害
が
発
生
す
る
の
で
す

が
、
特
に
最
近
増
加
し
て
い
る
の

が
、
腎
炎
の
ほ
か
、
糖
尿
病
・
高

血
圧
な
ど
の
「
生
活
習
慣
病
」
や
、

加
齢
に
よ
る
腎
臓
機
能
の
低
下
で

す
。
日
本
で
は
、
新
し
く
人
工
透

析
療
法
を
開
始
す
る
人
の
数
が
、

毎
年
３
万
人
を
超
え
て
お
り
、
透

析
患
者
の
総
数
は
、
実
に
30
万
人

　

腎
臓
の
障
害
や
人
工
透
析
療
法
に
つ
い
て
、「
ふ
れ

あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
東
京
都
町
田
市
小
山
ヶ
丘

１
の
３
の
８
）
の
安
井
俊
行
医
師
に
伺
い
ま
し
た
。

▲胃内視鏡

塩分

水分

K
カリウム

P
リン

の
制
限
が
あ
り
、さ
ら
に
尿
量
や
、

透
析
に
よ
っ
て
余
分
な
水
分
や
老

廃
物
が
ど
の
程
度
、
取
り
除
か
れ

て
い
る
か
な
ど
、
個
々
の
状
態
を

踏
ま
え
た
食
事
内
容
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
人
工
透
析
患
者
に
お
け

る
食
事
療
法
は
、
医
師
や
管
理
栄

養
士
か
ら
、
個
別
に
指
導
さ
れ
た

内
容
に
基
づ
い
て
、
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　

人
工
透
析
を
受
け
る
医
療
施
設

は
、
腎
臓
を
専
門
的
に
診
る
医
師

や
、
管
理
栄
養
士
の
食
事
指
導
が

受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
選
び
、
透

析
療
法
と
食
事
療
法
を
並
行
し

て
、
健
康
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

食
事
管
理
の
重
要
性

　

し
か
し
食
事
に
関
し
て
は
、
人

工
透
析
を
開
始
す
る
前
よ
り
も
開

始
し
た
後
の
方
が
、
制
限
が
緩
和

さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
食
事
の
楽

し
み
が
以
前
よ
り
も
膨
ら
ん
で
し

ま
う
人
も
多
い
で
す
。
例
え
ば
、

タ
ン
パ
ク
質
で
は
、
開
始
後
の
方

が
摂
取
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
注
意
が
必
要
な

の
は
、
食
事
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
て
も
、
自
己
管
理

の
意
識
を
も
ち
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。
人
工
透
析
後
は
、

新
た
に
リ
ン
や
水
分
な
ど

透
析
は
完
全
な
代
替
で
は
な
い

　

腎
臓
病
の
悪
化
が
進
ん
だ
場
合

に
実
施
す
る
「
人
工
透
析
療
法
」

は
、
十
分
に
働
か
な
く
な
っ
た
腎

臓
を
補
う
も
の
で
す
が
、
完
全
な

代
替
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
人
工
透
析
を
行
な
っ
て
い

る
人
は
、「
食
事
療
法
」
を
並
行

し
て
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

広
い
病
変
の
処
置
が
で
き
ま
す
。

専
用
の
処
置
具
を
複
数
使
用
す
る

た
め
、
よ
り
高
度
な
技
術
を
要
す

る
治
療
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
や
ボ
タ
ン
電
池
な
ど
を
取
り

除
く
処
置
を
行
な
い
ま
す
。

組
織
採
取
（
バ
イ
オ
プ
シ
）

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、内
視
鏡
検
査
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。担
当
医
は
、

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
専
門
医
・
指
導
医
の
資
格
を
も
つ
髙
野
裕
医
師
な
ど
で

す
。
今
回
は
、
同
院
で
実
施
し
て
い
る
内
視
鏡
治
療
の
種
類
を
紹
介
し
ま
す
。

ステージ別・胃がんと大腸がんの５年生存率

胃がん ５年 生存率＊

＊2010-2011年の相対生存率

「国立がん研究センター」資料より

Ⅰ期 ９４．７％
Ⅱ期 67．6％
Ⅲ期 45．７％
Ⅳ期 8．9％

大腸がん ５年 生存率＊

Ⅰ期 ９5．1％
Ⅱ期 88．5％
Ⅲ期 76．6％
Ⅳ期 18．5％

検
査
だ
け
で
な
く
治
療
も

　

最
近
で
は
、
早
期
の
病
変
で
あ

れ
ば
、
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と

な
く
、
内
視
鏡
で
切
除
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、
内
視
鏡
は
口
か
ら
入

れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
鼻
か
ら

入
れ
る
よ
り
細
い
内
視
鏡
も
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
に
比
べ
、

検
査
時
に
抱
え
る
受
診
者
の
身
体

的
・
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
よ

う
に
進
ん
で
き
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
気
軽
に
内

視
鏡
の
検
査
や
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

早
期
の
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
現
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受

け
、
内
視
鏡
で
が
ん
を
克
服
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

自
分
の
た
め
に
も
、
家
族
の
た

め
に
も
、
自
身
の
体
を
振
り
返
る

機
会
と
し
て
、
内
視
鏡
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

に
発
見
さ
れ
た
が
ん
（「
ス
テ
ー

ジ
Ⅰ
」）
の
場
合
、
治
療
の
目
安

と
な
る
「
５
年
生
存
率
」
は
90
％

以
上
と
な
っ
て
お
り
、
内
視
鏡
に

よ
る
治
療
や
手
術
に
よ
っ
て
、
治

る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
数
値
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
視
鏡
は
、
胃
や
大
腸
な
ど
の

消
化
管
の
検
査
、
ま
た
は
治
療
の

た
め
の
医
療
道
具
と
し
て
開
発
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
近
年
の
目
覚

し
い
技
術
の
進
歩
、
さ
ら
に
内
視

鏡
検
査
の
普
及
が
、
内
視
鏡
そ
の

も
の
を
発
展
さ
せ
、
が
ん
医
療
の

進
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

な
っ
て
き
ま
し
た
。

５
年
生
存
率
の
上
昇

　

特
に
「
胃
が
ん
」
で
は
、
早
期

　
“
不
治
の
病
”
と
い
わ
れ
て
き

た
「
が
ん
」
は
、
今
で
は
、
早
期

に
発
見
し
て
早
期
に
治
療
で
き
れ

ば
、
治
る
可
能
性
が
高
い
病
気
に

　

内
視
鏡
で
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
早
期
の
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
の
「
胃
が
ん
」
は
５
年
生
存
率
が
高
く
、内
視
鏡
に
よ
っ

て
が
ん
の
切
除
も
で
き
る
の
で
、
定
期
的
に
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ふれあいグループ

茅ケ崎駅
（北口）

鎌倉駅
（西口）

Kanagawa
茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３
【TEL】 ０４６７‒86‒6530
【H P】 http://www.fureai-g.or.jp/chu/

鎌倉市御成町９‒５
【TEL】 ０４６７‒23‒111１
【H P】 http://www.fureai-g.or.jp/kamakura-hp/

JR横須賀線JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前市役所前

御成通り御成通り

ココ駅徒歩
3分

総合診療科／循環器内科／
消化器外科／整形外科／外科／
脳神経外科／眼科／耳鼻咽喉科
皮膚科／人工透析内科／
放射線科／リハビリテーション科

● 許可病床１００床
● 24時間３６５日対応の
   救急外来の本格化
● 手術室の増強（４室設置）

●「サイバーナイフセンター」新設
●「聴覚・人工内耳センター」
●「内視鏡センター」（上部・下部）
●「腫瘍検査センター」（PET-CT）  など

診
療
科
目

総合診療科（内科）／循環器内科／
呼吸器内科／神経内科／腎臓内科／
消化器外科／乳腺外科／肛門外科／
整形外科／脳神経外科／外科／
放射線科／リハビリテーション科

● 一般病棟58床、回復期リハビリテーション病棟50床、
　障害者施設等一般病棟48床の計１５６床
● 最先端機器（ＭＲＩ・CT・X線・マンモグラフィー等）
  を導入
●「透析センター」「リハビリテーションセンター」を新設

診
療
科
目

開院
４１

開院
４１

ふれあいグループは、湘南エリアに２つの地域病院をオープンしました

医療法人大樹会

ふれあい鎌倉ホスピタル
医療法人大樹会

ふれあい鎌倉ホスピタル

医療法人社団康心会

茅ケ崎中央病院
医療法人社団康心会

茅ケ崎中央病院

新湘南バイパス

北茅ケ崎駅北茅ケ崎駅

寒川駅

1

茅ケ崎駅

ココ
相模線相模線

湘南東部
総合病院

中央公園中央公園

市役所市役所

北口北口

文化会館文化会館

茅ケ崎
新北陵
病院

茅ケ崎
新北陵
病院

駅徒歩5分

＊

＊第２期工事終了は２０２２年２月の予定。
  介護付有料老人ホーム「湘南ふれあいの園」は
  ２０２０年夏オープン予定（同一建物の上層階一部）。

　

隆
起
性
病
変
に
対
し
、「
ス
ネ

ア
」
と
呼
ば
れ
る
ワ
イ
ヤ
ー
を
投

げ
縄
の
よ
う
に
根
元
に
か
け
て
焼

き
切
る
方
法
と
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
閉

め
て
根
元
を
壊
死
さ
せ
て
自
然
脱

落
さ
せ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
切

除
し
た
ポ
リ
ー
プ
は
、
病
理
検
査

に
よ
っ
て
良
性
・
悪
性
の
判
断
が

可
能
で
す
。

　

病
変
の
直
下
粘
膜
下
層
に
生
理

食
塩
水
を
注
入
し
、
浮
き
上
が
ら

せ
て
「
ス
ネ
ア
」
を
か
け
、
処
理

し
ま
す
。
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
に
対

し
、
茎
や
く
び
れ
の
な
い
病
変
に

行
な
わ
れ
る
方
法
で
す
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｒ
に
お
け
る
切
除
は
お
よ

そ
２
㎝
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
で
は
、
そ
れ
以
上
に
大
き
く

内
視
鏡
的
ポ
リ
ー
プ
切
除
術

（
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
）

内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術

（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）

内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
は
く
離
術

（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

　

小
さ
な
鉗
子
を
使
っ
て
生
体
組

織
を
採
取
し
、
顕
微
鏡
で
病
理
検

査
を
す
る
こ
と
で
、
良
性
・
悪
性

の
判
断
が
で
き
ま
す
。

　
異
物
摘
出　
　

　

食
道
に
刺
さ
っ
た
魚
の
骨
や
、

小
児
が
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
コ

止 

血

　

消
化
管
の
内
部
の
出
血
で
は
、

主
に
、
熱
凝
固
／
ク
リ
ッ
プ
に
よ

る
止
血
／
薬
剤
局
所
注
入
に
よ
る

止
血
法
を
実
施
し
ま
す
。

胆
石
採
石
・
砕
石

　
「
側
視
鏡
」
と
呼
ば
れ
る
十
二

指
腸
を
観
察
す
る
専
用
の
内
視
鏡

で
胆
石（
胆
道
の
中
に
で
き
た
石
）

を
確
認
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
鉗
子
・

バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
で
胆

石
を
砕
い
た
り
、取
り
出
し
ま
す
。

内視鏡検査は当院へ！

綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

早川

東名

45 綾瀬大橋
入口 

綾瀬市役所綾瀬市役所

綾瀬厚生病院
P 完備

城山公園
市立
図書館
市立
図書館

内視鏡で撮影（大腸）内視鏡で撮影（大腸）

腎
臓
病
の
原
因
と
人
工
透
析
療
法
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
安
井
俊
行 

医
師

「
透
析
食
」が
相
談
で
き
る
施
設
選
び
を

取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院

内
視
鏡
で
で
き
る
幅
広
い
治
療
術
を
紹
介

　

  「
内
視
鏡
」が
鍵
を
握
る
早
期
が
ん

　
　
　
　
　
　
　

 

今
や
生
存
率
は
９
割
超
！
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